
大学のセクハラ対策の進化         2001年 12月 21日(金) 

――相談カウンセリング･啓発研修業務の実際 
時 間 講 義 項 目 

10：00 
～ 

11：20 

□ [啓発・広報] セクシュアル・ハラスメント防止のための広報活動 
～失敗から学ぶ早稲田大学の事例～ 

                            早稲田大学   高橋 晶子   
１．早稲田大学での体制 

(1) 経過    (2) 組織    (3) 特色    (4) 活動概要 

２．「セクハラって何？」パンフレット問題 
(1) 経過    (2) 問題点   (3) 教訓 

３．広報部会の活動 
(1) 原則    (2) 実績    (3) 評価 

４．活発な活動継続のために 
(1) 組織として (2) まずは私から 

                      〈質疑応答〉  

11：30 
～ 

12：50 

□ [実態調査] 学生からの提言――調査に基づく現状分析と今後の課題 
～院生･教員アンケート､防止対策の拡充を目指して～ 

                   お茶大でセクシュアル・ハラスメントを考える会   
１． はじめに 
(1) 「考える会」とは？  (2) これまでの活動 

２． お茶大院生アンケートから～院生による､院生のＳＨ実態調査､そして防止対策へ  
(1) 調査の概要      (2) 調査結果から～見えてきた院生の実態 

３． お茶大教官アンケートから 
   ～教官－学生間におけるセクハラ認識の格差､あるいはＳＨ認識の建前と本音 
(1) 調査実施に至る経緯と調査の概要 

(2) 調査結果から～今回の事件の背景について／今後の防止対策の方向性について  

４．まとめにかえて 
(1) 調査で何を明らかにすべきか 

(2) 今後の課題～誰のための防止対策？ 

           〈質疑応答〉  

昼 食 （会場内外でご自由に） 

13：50 
～ 

15：20 

□ [紛争解決] 被害者救済手続のあり方と加害者責任追及の法的問題点 
～調査委の役割、事実調査・処分の留意点、大学の責務～ 

              東京ゆまにて法律事務所    井口  博   
１．セクシュアル・ハラスメントにおける当事者、大学、関係者の法的責任 
２．大学における被害者救済手続に欠けているもの 
３．大学における事実調査手続規程モデル案 
４． 加害者に対する処分とその後の法的問題点 

      〈質疑応答〉  

15：30 
～ 

16：40 

□ [事例報告] 千葉商科大学におけるセクハラ防止の取り組み 
～トップダウンによる“ナイはずはナイ”からの出発～ 

                千葉商科大学   竹下 史郎   
１．トップダウンによるセクハラ防止の取り組みの功罪 
２．ちょっとしたセクハラ事件への対応について 
３．イヴェントにおける環境型セクハラへの対応について 
４．匿名の申立への対応について 

                         〈質疑応答〉  
 


